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ａ Lateral Tilt Wrist Radiograph の撮影方法
ａ 術前X線，CT
ｂ 通常のイメージ
ｃ 傾斜位でのイメージ ｂ 術後X線．関節骨片をK-wire にて固定した．
傾斜位像は掌側 plate 固定後の関節評価に有用 運動会の練習中に転倒し受傷
図－２ Lateral Tilt Wrist Radiograph 図－３ 症例２ ３２歳，女性
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を持ち上げて撮影する方法を lateral tilt wrist
radiograph として５），Pace らは側面像では１０
，正面像では P－A像で５持ち上げて撮影
































lunate facet の volar extension を固定しない
と再転位を起こすことがあると報告してい
る１）．従来の掌側 plate では lunate facet の骨
片の固定は難しく，wire，suture loop，K-wire,
screwなどでの固定が必要である．著者らは，
マレット指に対する１．２ small plate を加工
した hook plate１４），股関節の小さな後壁骨折に
対する１／３plateを加工した spring plate１３）を
応用し，Synthes LCP dorsal distal radius L-
plate２．４を使用してこの骨片を固定した（図－
図６ Synthes LCP L-plate２．４を使用
ａ 受傷時X線 ｂ 徒手整復後CT








































































図－１０ Metacarpal cascade line は尺側 CM関節脱臼の診断に有用である．
図－１１ UV＝０を目標に整復した場合，かえっ
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